























































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理 ･教育研究論症 第30号 (20Il年 3j131日)
ようなクラスにしよう,と臨んだ2年目だった
が,1学期の後半に,ある男の子があまり学校
に来なくなってしまった｡さすがに私もこのま
まではいけないと感じ,誰かに相談したいと思っ
たその相手が岩根先生だった｡岩根先生は私の
話を真剣に聴いてくださり,共感 してくださっ
た｡不登校の問題はすぐには解決しないけれど,
自分の味方になってくれる人がいること,親身
になって話を聞いてくれたこと,悩んでいるの
は自分だけではないとわかったことが本当にう
れ しかったことを今でも覚えている｡
さて,当日私が皆様に話 したいと思ったこと
は,上に述べた不登校の問題である｡また,不
登校を引き起こしてしまった原因として学級内
にいじめもあったのでそのことについてもお話
ししたいと思った｡特に私が強調したかったこ
とは,不登校,いじめが私のクラスで繰 り返し
て起こっているということだOこれは,私が今
最も教師を続けていく上で不安に思っているこ
とでもある｡2年続いたということは,3年目,
4年目も続く可能性がある｡それを考えたら自
分には続けていく資格などないと思ってしまう
けれど,それほど不登校,いじめの問題は被害
を受けた子やその家族にとって深刻な問題であ
る｡このような私の悩み,不安を伝えたいと思
い,当日お話しした｡たくさんのベテランの先
生方や諸先生方の前でかなり緊張していたため
上手く伝わったかはわからないが,一生懸命私
の思いを言葉や表情にして話したっもりである｡
その後のグループ協議で,私を含めた3人の
話題提供者の話を元に参加者が感 じた事を話 し
合った｡私のグループでは学生から現職のベテ
ランの先生までがグループに参加 し,それぞれ
の思いを語った｡学生は,不安な気持ちを語り,
ベテランの先生は長年続けてきたからこそわか
る教師のすぼらしさを語ってくださった｡私と
しては学級開きをするとき,子どもの反応を見
ながらこちらの対応を変化させていくなど具体
的な指導方法も聞くことができたため大変参考
になった｡また,ベテランの先生も私と全く同
じではないが似たような経験をしていることを
知り,励みになった｡話題提供者として,自分
の思いをたくさんの先生方の前で話すことは大
変緊張したが教師生活を見つめなおす大変いい
機会になった｡また,自分にはたくさんの仲間
がいること,話を聞いてくれる先生方がおられ
るということがとても心強いと感 じた｡是非こ
れからも研究会を通じて交流を深めていきたい｡
全体のまとめ
当日は50名の参加者をえて,パネルディスカッ
ションと続くグループディスカッションが熱く
展開された｡グループディスカッションでは様々
な交流があったが,ここでは最後のまとめの部
から見えてきた点を以下に整理する｡
第 1に,実践現場で起こる問題が,基本的に
｢個人的力最｣に帰されてしまう状況は,教師
の孤立化を示唆する｡これでは教師の辛さは倍
加してしまう｡自分の能力に疑念を抱き,自己
効力感を得られない状況のなかで,人 (特に若
手教師)は自分の価値-の疑念と揺らぎに追い
つめられてしまう｡｢失敗は誰にでもある｣｢学
ぼうという意欲こそが大事｣といった,根本の
ところで個が大切にされる関係性がなければ,
バーンアウトの危険性が増す｡
第 2に,｢個人的力盤｣を育てるために必要な
のが ｢同僚性｣である｡安心 して｢助けて｣と言
える関係性,｢いざとなったら相談できる｣と思
える関係性のなかにいるかどうかが非常に大切
である｡個人的力虫への助言というだけでなく,
事態を長期的展望に位置づけて捉え直す助言,
暗い トンネルは永遠のようで永遠ではないとい
うことに気づくヒン トを得られることが支えに
なる｡
第 3に,｢同僚性｣が育つために,まずはベテ
ランとして若手教師と共に学ぶという姿勢を大
切にしたい｡上から目線ではなく,他者の悩み
や迷いに寄り添いながら,実はベテラン自身も
学んでいるということに気づくことが必要だ｡
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迷いつつ学ぼうとする姿 (特に若手教師)を尊
重できること｡上から目線,指導 ･･･対等性,
相互尊重がない関係性に ｢同僚性｣は育たない｡
中堅教師は,自身が若手とベテランをつなぐパ
イプ役であるという自覚を持つことが,実際に
若手と共に問題提起する力になっていく｡そう
してみると,ベテラン,中堅にまず求められる
のが,全体を大きく捉えながら自らをふり返る
力である｡
最後に,大学が｢同窓生｣というつながりを紡
ぎだす意義が見えてきた.(D同窓生というつな
がりはインフォーマルな関係であるが,同時に
学びのための異なる年代(先輩一後輩)という
半フォーマルな関係も含んでいる｡②異なる年
代,学校種,経験という多様性を持つ｡このよ
うな多様性を含んだ｢同窓｣という縦糸を核に,
それぞれが自らの教職をふり返りつつ ｢これか
ら｣を考える学びの場を作り出していくことが
課題である｡これが実現すれば,理想だけでは
進まない現実の困難を見据えながら,その道の
りのたどり方を大まかにでも見通していく力を
つけていくことになる｡それは若手教師に限っ
たことではなく,ベテラン教師もまた｢悩む姿｣
から学ぶことは多い｡これから教師を目指す学
生にとってもその将来展望がより明瞭化するこ
とになるであろう｡
2009年度夏の更新講習に引き続き,卒業生教
員と非常勤講師の先生方数名にグループフアシ
リテ一夕-の労をお取りいただいたO教員にとっ
てのふり返りの機会の意義-の確信の一九 ま
だ教育実践に関わる前の学生に対しては,若干
の懸念もあった｡教育現場の抱える,学生の想
像を超えた悩みに圧倒される点があることは確
かである｡ただ学生からの声によれば,大変さ
と同時にそうした悩みを誰しもが潜るものであ
るという事実,そうした若手と共に育っていこ
うという視点をもつ中堅 ･ベテラン世代の姿に
ふれ,｢大変なだけではない｣という受け止め方
がなされたようである｡
教師が育っていくためには,職場の仲間関係,
教師としてのfLtZJみと成良
先輩後輩多様性ある集団,職場を離れた仲間と
いった,様々な仲間,集団の存在が必要である｡
神大卒業生,関係者という日常集団と違った関
係性が,先生方にとっての何らかの支えとなっ
ていける,そのような役割を今後大学が果たし
てゆくことができればと考えている｡
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